






要約:長期に亘って包括的な治療を必要とする小児期の疾患の中で,比較的頻度の高い慢性

腎疾患および,頻度は低いものの,特殊な管理を必要とする先天性代謝異常症とをとり上げ,

前者では 80例の,後者では 200 例の外来患者における臨床的な管理と学校における生活で

の問題について検討した。何れの場合にも,「病気」の管理についてはほぼ満足すべき結果

が得られているものの,全人的な管理については多くの問題を抱えており,それを如何に解

決するかは今後の課題である。 


